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高校生の人権広報誌 第４号"Freedom"
こうこうせい じんけんこうほう し だい ごう

2010年 10月11日発行
ねん がつ にちはっこう

編 集 編集スタッフ"Freedom"
へんしゅう

発行 奈良県高等学校人権 教 育研 究 会
な ら けんこうとうがっこう きょういくけんきゅうかい

毎月11日は「人権を確かめあう日」
まいつき たし

体験と交流の夏、活動と発表の秋―"Freedom"に集おう！
た い け ん こうりゅう な つ か つ ど う はっぴょう あ き つ ど

鶴橋コリアンタウン研修会
つ る は し け ん しゅう か い

大宇陀高校のスタッフが、学校での研修会をレポートしてくれました。
おお う だ こうこう がっこう

私 は昨年の七月三十日に鶴橋コリアンタウンの現地研修会にヒューライツ部
わたし さくねん しちがつ にち げん ち ぶ

。 「 」 、のメンバーとして参加しました 私は コリアンタウン の存在すら知らなくて
さん か そんざい し

本当にこの研修では 驚 くことばかりでした。午前 中 は鶴橋の駅 周 辺を探索。
ほんとう おどろ ご ぜんちゅう えきしゅうへん たんさく

チマチョゴリなどの民族衣装店の色鮮やかさには感激しました。また、雑貨や
みんぞくいしょうてん いろあざ かんげき ざっ か

食 材店を見て、文化を感じ取る事ができました。鶴橋は、電車から降りた時か
しょくざいてん み ぶん か かん と こと でんしゃ お とき

らすでに雰囲気が違っていて、一言で言い換えるなら「にぎやかな街」です。次
ふん い き ちが ひとこと い か まち つぎ

にメインとなる御幸森神社や百済門のあるコリアンタウンに行って商 店 街を歩
み ゆきもりじんじゃ く だらもん い しょうてんがい ある

きました。そこではキムチやチヂミなどの韓国などで
かんこく

はおなじみの 食 品が置いてある店がたくさんあり、
しょくひん お みせ

日本にはないような 食 文化を目で見て感じとれ、試
に ほん しょく め かん し

食 もし、とても新鮮に感じました。その後、先生が
しょく しんせん かん ご せんせい

「異文化交 流 の家」へ案内してくれました。見た目
い こうりゅう いえ あんない み め
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はお土産屋さんなんですが、そこでは韓国のお茶も飲むことができ、とても感動
み やげ や ちゃ の かんどう

しました。私が一番 驚 いたのはお茶を 頂 いた場所が韓国の一般家庭のような風
いちばんおどろ いただ ば しょ いっぱん か てい ふう

景だったことです。その店ではあたかも「そこに住んでる」ような気分にさせて
けい みせ す き ぶん

くれたりします。お昼は先生が焼き肉をごちそうしてくれたりしてとても楽しい
ひる や にく たの

研修で、自分の国とは違った物を学び、感じとることができる素晴らしい研修で
じ ぶん もの まな かん す ば

した。

第一回 高解研 研修交流会
だ い い っ か い こ う か い け ん こ う りゅう か い

桜井市で開催！
さくら い し か い さ い

今年一回目の高解研の研 修 ･交流会が 六月二七日 日 に桜井市 中 央公民館、 （ ）
こ とし かい め けんしゅう ろくがつ にち にち ちゅうおうこうみんかん

で、五校十三名が参加して開催されました。
ご こう めい さん か

、 、 、 、当日 午前 中 はネット ケータイ 裏サイトなどについてのビデオを見たり
とうじつ ご ぜんちゅう うら み

質問についてみんなで 考 えたりして研修をしました。その後、グループに分か
しつもん かんが ご わ

れて、カレーを作り、ナンを焼いて、 昼 食 としてみんなで食べました。作るの
つく や ちゅうしょく た つく

は大変でしたがすごく楽しかったです。他校の人との混成のグループでしたが、
たいへん たの た こう ひと こんせい

各グループともチームワークもばっちりだったと思います。
かく おも

午後からは、各校の解放研や人権クラブの活動の交流をしました。人数の多い
ご ご かくこう かいほう じんけん かつどう にんずう おお

ところ、一人で活動しているところと様々でしたが、それぞれ工夫して活動して
ひ と り さまさま く ふう

いる様子がわかりました。
よう す

（奈良 情 報 商 業 高校スタッフ）
な ら じょうほうしょうぎょうこうこう

高解研 夏期研修会 参加体験記
こ う か い け ん か き け ん しゅう か い さ ん か た い け ん き

大阪府にある大阪人権博物館（リバティおおさか）で七月二五日（日 、高解）
おおさか ふ おおさかじんけんはくぶつかん しちがつ にち にち

研夏期研修会が開かれました。午前 中 、 私 たちは「 渡 辺村」についてフィー
ひら ご ぜんちゅう わたし わたな べ むら

ルドワークを兼ねて勉 強 しました。
か べんきょう

「渡辺村」とは近世・近代と皮革生産がさかんである一方、死 牛 馬の皮を 扱
むら きんせい きんだい ひ かくせいさん いっぽう し ぎゅう ば かわ あつか

うことで被差別民という差別も受けた村です。古くは大阪 城 の 周 辺に位置して
ひ さ べつみん う むら ふる おおさかじょう しゅうへん い ち

いましたが、強い差別を受けながら、立地の悪い 旧 十三間堀川（じゅうさんげ
つよ う りっ ち わる きゅう
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んほりかわ）付近に約三〇〇年前移されました。 私 達は実際に渡辺村の外枠を
ふ きん やく ねんまえうつ わたしたち じっさい そとわく

ぐるっと一 周 してみました。現在は大きな団地となっているこの地域ですが、
いっしゅう げんざい おお だん ち ち いき

大阪・市中と渡辺村をつなぐ道は一本だけしかなかったという厳しい 状 況 も
し ゅう みち いっぽん きび じょうきょう

伺 えました しかし 皮革生産がさかんなこの村は太鼓が有名で バス停も太鼓。 、 、
うかが たい こ ゆうめい てい たい こ

にちなんだモチーフになっていました。戦 中 は武器作りに大きく貢献し、わざ
せんちゅう ぶ き づく おお こうけん

わざ地方から 注 文が入るほどのブランドになりました。また、一七世紀に大阪
ち ほう ちゅうもん はい せい き

城 の時太鼓をつくった平八を祖先とする太鼓屋は、一九世紀に活躍した太鼓屋
じょう ときだい こ へいはち そ せん や かつやく

又兵衛によって皮革問屋としての地位を築き、鳥取城の時太鼓を作り、それは国
また べ え とん や ち い きず とっとり つく くに

の 重 要文化財となっています 現在は 太鼓屋又兵衛の広大な屋敷跡は玉姫公園。 、
じゅうようぶん か ざい こうだい や しきあと たまひめこうえん

となって残っています（写真 。今もその文化と技 術 を受けつぐ四軒の太鼓屋）
のこ しゃしん いま ぶん か ぎ じゅつ う よんけん

がこの地域には残っているそうです。太鼓の

職 人は武器を作る職人でもあり、その重要性
しょくにん つく ひと せい

から時の為政者により 逆 に差別を受けてきた
い せいしゃ ぎゃく う

歴史がありますが、この地域の若者たちは差別
れ きし わかもの

に立ち向かうためにも太鼓の演奏家として立ち
た む えんそう か た

上がり、演奏活動を続けているそうです。
あ かつどう つづ

午後は四つのグループに分かれ、それぞれの
ご ご よっ わ

グループが、 障 害者、アイヌ民族、在日コリアン、ＨＩＶ感染について、展示
しょうがいしゃ みんぞく ざいにち かんせん てん じ

を見て学 習 しました。 私 はリバティ大阪の展示学習で、在日コリアンについて
み がくしゅう わたし

学びました。日本が勝手に 朝 鮮を支配し、財産や土地を奪い、日本に 徴 用され
まな に ほん かっ て ちょうせん し はい ざいさん と ち うば ちょうよう

た結果、視力をも奪われてしまった方がおられることを知りました。日本はコリ
けっ か しりょく うば ほう し

アンにひどい仕打ち『植 民 地支配』をしてきたことを知りました。今でもその
し う しょくみん ち

名残があり、いわれのない差別を受けないために、在日コリアンの方は自分の名
な ごり う じ ぶん な

前を隠して生活している方もいらっしゃるそうです。
まえ かく せいかつ

そして、最後に全体で、在日コリアン、障害者、アイヌ民族、ＨＩＶ感染の各
さい ご ぜんたい かく

テーマについて、みんなで話し合いをしました。
はな あ

私たちはみんな同じ人間で、人として同じ権利を持っているはずなのに、差別
おな にんげん けん り も

をすることは恥ずべき行為です 私は一日も早くこの現 状 に気付き みんなで何。 、
は こ うい いちにち はや げんじょう き づ なに

か行動すべきだと思います。 （高田 商 業 高校 Ｙ）
こうどう おも たか だ しょうぎょうこうこう

※「高解研」は奈良県高等学校解放研等連絡会議の 略 称 です。
こうかいけん な ら けんこうとうがっこうかいほう とうれんらくかい ぎ りゃくしょう
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全国高校生集会に参加して
ぜ ん こ く こ う こ う せ い しゅう か い さ ん か

郡 山高校スタッフが、集会の参加記と自分の思いを寄せてくれました
こおりやまこうこう き じ ぶん おも よ

昨年の８月、僕は長崎で開かれた全国高校生集会に行ってきました。全国高校
さくねん はちがつ ぼく ながさき ひら せい い

生集会とは、全国各地の被差別部落に住む高校生、つまり 「部落民」の高校生、
かく ち ひ さ べつ ぶ らく す みん

が集まり、自分たちの 考 え、活動などを話し合い、深めあうのを目的とした集
あつ かんが かつどう はな あ ふか もくてき

会です。僕の父と母は被差別部落 出 身で、その子どもの僕も「部落民」です。
ちち はは しゅっしん こ

僕はこのことをものごころがついた時から知っていましたが、集会に来ていた人
とき し き ひと

の中には、それまで「部落民」を差別していたのに、自分が「部落民」だと知っ
なか

て、あまりにもショックで自殺しようとした人もいました。全国から集まった10
じ さつ あつ

00人を超えるたくさんの仲間との話し合いは、僕にとってとても新鮮なものでし
こ なか ま はな しんせん

た。

集会は３日間にわたって 行 われ、1日目は長崎の 話 を聞きました。長崎では
みっ か かん おこな にち め はなし き

１９４５年８月９日の原爆投下により 「部落民」はいっそう差別を受け、ひど、
ねん ここのか げんばくとう か う

い生活に追い込まれました その差別というのは 原爆投下の際 部落民 は医者。 、 、「 」
せいかつ お こ さい い しゃ

に診てもらうこともできず、ほったらかされて土に埋められ、上からコンクリー
み つち う うえ

トで道を造られたというものでした。平気で人を土の中に埋めて、その上から道
みち つく へい き う

を造ることがなぜできたのだろうかと僕は思いました。なぜ、僕たち「部落民」
つく ぼく

はそんなひどい、人間らしからぬ仕打ちを受けなければいけなかったのでしょう
にんげん し う

か。僕は、僕たち「部落民」も「部落民」でない人達も、自分の言っていること
ひとたち い

と、やっていることが果たして本当に正しいのか、もっともっと 考 えるべきだ
は ほんとう ただ かんが

と思います。お互いが手を取り合って話し合えば、お互いがもっと生活しやすく
たが て と あ はな あ

なると思います。

２日目は朝の７時から、夜の９時まで話し合いが続きました。その中で、高校
ふ つか あさ しち じ よる く じ つづ なか

３年生のＡさんが自分の経験を話してくれました。Ａさんの話は 「差別をされ、
さんねんせい けいけん

るのが嫌なために、自分も差別をしていた 」というものでした。 中 学の時、。
いや ちゅうがく

放課後に希望者が集まって人権について話し合うという活動が行われ、Ａさんは
ほう か ご き ぼうしゃ じんけん はな あ

その活動に参加したかったのですが、もし参加すれば自分が「部落民」とバレて

差別されるかもしれなかったので、周りの友達と一緒に参加者を白い目で見てい
まわ ともだち いっしょ しろ み

たのです。しかし、差別するのはとてもつらく、学校に行かなくなったというも
がっこう い

のでした。
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僕は、自分のことは出来るだけ隠さないでいようと思っています。それでもや
で き かく おも

はり言うのには少し躊躇(ちゅうちょ)します。やはりそれだけ「部落民」という
い すこ

肩書きは僕たちにとって重たいものとなっています。僕達は一 生 この肩書きを
かた が おも ぼくたち いっしょう

背負います。また、結婚することによって、相手や子どもにその肩書きを背負わ
せ お けっこん あい て せ お

せることになります。そして、その肩書きは部落差別がなくならない限り一生背
かぎ

負わなければなりません。僕はそのことが耐えられません。自分の大切な人が自
た たいせつ

分のせいで不幸な目に遭うなんて、考えるのも嫌です。だから、僕はなんとして
ふ こう あ

も部落差別をなくさないといけないと思っています。

３日間の中で僕が学んだことは 「差別は今でもなくなっていない 」という、 。
まな いま

ことです。奈良県は水平社始まりの地でもあるので部落解放運動が進んでいて、
な ら けん すいへいしゃはじ ち かいほううんどう すす

差別に関わることが少なく、差別を受けることも今までほとんどありませんでし
かか すく う いま

た。しかし、他県では友達と遊ぶことや、学校に行くことさえもままならないほ
た けん あそ い

どひどい部落差別が起こっています。差別は、される方は怖くておびえなくては
お ほう こわ

いけないし する方にも嫌な気持ちを引き起こします する方もされる方も 両 方、 。
き も ひ お りょうほう

が嫌な思いをする部落差別を早くなくしていきたいと思います。
はや

※全国高校生集会は 1969年にはじまった 部落解放 奨 学生全国集会 を前身、 「 」
しょうがく ぜんしん

とし、差別と向き合い、差別をなくそうと頑張る若い世代の交 流 の場とし
む あ がん ば わか せ だい こうりゅう ば

て、毎年各地で開催されています。また、この作文の中の「部落民」という
まいねん かいさい さくぶん

表 現は筆者が学 習 を深めているからこその表現です。あえてそう表現した
ひょうげん ひっしゃ がくしゅう ふか

その意味も、皆さんに分かって欲しいと思います。
みな わ ほ

プルタブ回収 車椅子寄贈運動とは？
か い しゅう くるま い す き ぞ う う ん ど う

*** 奈良 情 報 商 業 高校スタッフより ***
な ら じょうほうしょうぎょうこうこう

みなさんは、日 常 何気なく飲まれている缶ジュースや缶コーヒーなど飲 料 缶
にちじょうなに げ の かん いんりょう

の飲み口部分 プルタブ：アルミ製 で 車椅子を贈れることを知っていますか？（ ） 、
の くち ぶ ぶん せい おく し

車椅子などを贈るために飲料缶のプルタブを集めることをプルタブ回収といい
おく あつ

ます。プルタブ1個の重さは0.4ｇです。
こ おも

プルタブをどのくらい集めれば車椅子1台を贈れると思いますか？
あつ だい おも



- -6

（ ） 。プルタブを200万個程度 アルミ資源800ｋｇ相当 で車椅子1台寄贈できます
こ てい ど し げん そうとう

ここで豆知識、1983年にラジオ番組で、飲料缶のプルタブを集めると車椅子に
まめ ち しき ねん ばんぐみ

換えることができるという 話 が、全国的にひろまったといわれています。
か はなし ぜんこくてき

みなさんは、なぜアルミ缶のフタを集めるのか理由を知っていますか？
り ゆう

1つめの理由は、缶本体から切り離され、ゴミとしてポイ捨てされ、散乱し
ほんたい き はな す さんらん

やすかったこと

2つめの理由は、アルミは、スチールに比べて、引き取り価格が高価であっ
くら ひ と か かく こ うか

たこと

3つめの理由は、缶全体を集める場合と違って、洗 浄 などの必要がなく、か
ぜんたい ば あい ちが せんじょう ひつよう

さばらず、気軽に集められること
き がる あつ

以 上 の理由です （もちろんアルミ缶本体の回収もあります）。
い じょう

私 たちの学校では、車椅子を贈るためにプルタブ回収をしています。ふつう
わたし がっこう

に車椅子を買うと、6～7万円ぐらいします。みなさんが、飲んだ後の缶を捨てな
か えん の あと す

いで、プルタブ回収に 協 力 してくれれば、小さな 力 が大きな力になって車椅
きょうりょく ちい ちから おお

子が贈れるので、ぜひ協力してください。

協力してくれる方は、奈良情報商業高校の人権クラブまで連絡してください。
かた じんけん れんらく

（電話：0744 42 4014 人権クラブ顧問の村嶋先生、藤岡先生）- -
でん わ こ もん むらしませんせい ふじおか

編集後記
へんしゅうこう き

◆フリーダムも第四号を数えることになりました。今年度の編
だいよんごう かぞ こんねん ど

集スタッフは、奈良 情 報 商 業 高校・高田商業高校・ 郡 山高
な ら じょうほうしょうぎょうこうこう たか だ こう こおりやま

校の三校、十二名でスタートすることになりました。引き続き
さん めい ひ つづ

募集 中 ですのでよろしく。でも昨年度のスタッフの原稿で未
ぼしゅうちゅう さくねん ど げんこう み

掲載のものもあり、進行中の企画や原稿が盛りだくさんで、う
けいさい しんこう き かく も

れしい悲鳴です。
ひ めい

「 」◆なお前号で予告していました帝塚山高校スタッフの 職 業 人にインタビュー
ぜんごう よ こく て づかやま しょくぎょうじん

は、編集の都合により次号に掲載させていただきます。執筆者ならびに読者の皆
つ ごう じ ごう しっぴつしゃ どくしゃ みな

様に深くおわびします。
さま ふか
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こうこうせい じんけんこうほう し だい ごう ねん がつ にちはっこう

編 集 編集スタッフ"Freedom"
へんしゅう

発行 奈良県高等学校人権 教 育研 究 会
な ら けんこうとうがっこう きょういくけんきゅうかい

〒630 8133 奈良市大安寺1 23 1 奈良県解放センター内- - -
な ら し だいあん じ かいほう ない

0742(62)5555 0742(62)5568TEL FAX

E-mail kodokyo kcn ne jp＠ . .

※ ご意見・ご感想や投稿などは、各校人権教育担当の先生または 上 記まで
い けん かんそう とうこう かくこう たんとう せんせい じょう き

お寄せください。
よ

※ 本誌の発行は奈良県教育委員会の事 業 委託をうけています。
ほん し い いんかい じ ぎょう い たく


